
令和６年度 未来の「ふるさと松山」創造事業 

 

【三津浜小学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第５学年：食を見つめて－三津浜の食を考えよう－＞ 

 校区には、１００年以上も続く醤油醸造業者がいくつ

もある。その醸造業者の方をゲストティーチャーに迎え、

毎年味噌作りを行っている。今年度も、醸造業者の方か

ら伝統的な味噌作りの方法を教えていただき、食に対す

る真摯な考え方を感じることができた。作業を通して、

大豆を細かくつぶす大変さを感じ、助言を受けながら時

間をかけて丁寧に作っていた。パック詰めの際には、友

達と協力して活動することに大きな充実感を得ている様

子であった。味噌は、家庭に持ち帰って家族と一緒に味

わったり、バザーで販売したりした。また、家庭科の調

理実習でこの味噌を使った味噌汁作りをし、子どもたち

にとって特別な経験となった。食の大切さや、自らが作

った物を調理して食べることができる喜びを実感するこ

とができた。 

＜第４学年：人にやさしい町にしよう＞ 

 三津浜の町の道路や施設のバリアフリーについて、校

区を歩いて調べた。点字ブロックや多目的トイレ、スロ

ープなどを多く見付けることができ、身の回りのバリア

フリーについて目を向けるきっかけとなった。その上で、

車椅子を使って生活している方に話を聞いたり、車椅子

体験をしたりして、少しの段差でも通りにくさに繋がる

ことを感じた。また、目の不自由な方に話を聞き、白杖

体験・ガイドヘルプ体験を行った。体験を通して、どの

ように声を掛ければよいかを考えることができた。体の

不自由な方と直接関わることで、自分に何ができるかを

考えるだけでなく、自分たちと変わりなく心豊かに過ご

しているということを感じることができた。 


